
ICT分野におけるベンチャー支援方策【総務省】

 世界を牽引する「ICTイノベーション国家」の創造に向けて、破壊的イノベーションを起こすようなシーズ技術
の発掘/育成、事業化支援、グローバル展開まで「一気通貫の戦略」が重要。

 ICTの進展は目覚ましく、尖ったシーズ技術を失敗を恐れず次々と事業化し、迅速かつグローバルに展開し
ていくことが世界市場の獲得を目指す鍵。

 「ベンチャー・チャレンジ2020」の下、各フェーズに応じて実施してきた支援施策の連携を強化し、「シーズ技
術の発掘/育成⇒事業化⇒グローバル展開」を一体的に推進。

破壊的イノベーションの芽
生えを支援（例：異能vation）

先駆的なアイデアを
具現化するハッカソン

技術シーズのビジネスプラ
ンコンテスト、メンタープラッ
トフォーム（例:起業家万博・甲
子園）

優秀な技能を有する若年層
の起業等の支援体制構築

 アイデアやビジネスプランを
迅速に具現化する「アジャイ
ル型」開発の促進

 先駆的な技術開発人材とビ
ジネス人材・企業とのマッチ
ングによる事業化促進

 新技術の事業化に向けた技
術開発・試作検証の支援

（例：I-Challenge!）

 過去の失敗を踏まえた再
チャレンジの奨励

 トップセールス、

現地企業とのマッ
チング支援

海外主要展示会
への出展支援
（経産省・JETROと
の 連携を検討）

①シーズ技術発掘/育成 ②事業化支援 ③グローバル展開

具体的な推進施策の例
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